
過
労
と
栄
養
失
調
で
壊
血
病
や
赤
痢
に
も
か
か
っ
た
が
、
ど
う
に

か
耐
え
て
二
十
一
年
九
月
、
コ
ロ
島
か
ら
乗
船
、
佐
世
保
に
上
陸

し
た
。
帰
国
す
る
ま
で
は
、
妻
や
子
ど
も
の
安
否
は
判
ら
な
か
っ
た

が
、
元
気
で
帰
っ
て
い
た
の
で
ほ
っ
と
し
た
喜
び
は
今
で
も
忘
れ

ら
れ
な
い
。

妻
は
私
が
連
行
さ
れ
た
あ
と
で
五
女
を
生
ん
だ
が
、
そ
の
子
は

す
ぐ
死
亡
し
、
そ
の
埋
葬
や
ソ
連
兵
の
侵
入
、
鮮
人
の
い
や
が
ら

せ
、
子
ど
も
の
病
気
、
食
糧
の
欠
乏
等
で
苦
労
し
た
が
、
脱
出
の

機
会
が
あ
っ
て
、
漁
船
を
や
と
い
、
三
十
八
度
線
を
海
上
突
破
し
、

南
鮮
を
転
々
と
し
て
、
釜
山
で
乗
船
、
博
多
に
上
陸
し
た
が
、
二

児
の
遺
骨
箱
に
隠
し
て
あ
っ
た
時
計
や
亡
母
の
形
見
の
指
輪
ま
で

全
部
鮮
人
に
取
ら
れ
、
無
一
文
と
な
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

高
知
に
帰
っ
て
復
職
し
た
が
、
借
家
住
ま
い
で
、
家
財
道
具
は

皆
無
、
茶
碗
か
ら
箸
ま
で
買
っ
て
の
耐
乏
生
活
で
、
長
男
、
次
男

が
生
ま
れ
、
家
族
六
人
と
な
り
、
薄
給
の
た
め
、
妻
は
幼
児
を
連

れ
て
の
ア
ル
バ
イ
ト
で
家
計
を
助
け
、
苦
し
い
生
活
が
続
い
た
。

そ
し
て
子
ど
も
は
順
調
に
成
育
し
、
今
日
に
至
っ
た
が
思
え
ば
、

そ
の
間
の
苦
労
は
筆
舌
に
は
つ
く
せ
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。

技
術
者
と
し
て
残
留　 宮
城
県
　
鎌
田
末
雄
　 

昭
和
五
年
頃
、
米
一
石
十
七
円
五
十
銭
、
土
工
一
日
六
十
銭
か

ら
八
十
銭
、
年
貢
米
を
納
め
る
と
や
っ
と
食
べ
る
だ
け
の
生
活
。

昭
和
六
年
六
月
、
朝
鮮
咸
興
歩
兵
七
十
四
連
隊
に
は
い
る
。
九

月
十
八
日
、
満
州
事
変
が
始
ま
り
、
七
年
四
月
三
日
、
出
動
す
る

こ
と
に
な
り
、
現
地
へ
。
八
年
六
月
ま
で
転
戦
三
十
五
回
、
ぶ
じ

現
隊
で
除
隊
。
日
本
窒
素
興
南
工
場
の
採
用
試
験
に
合
格
し
た
。

（
六
百
人
の
中
か
ら
三
十
人
だ
け
採
用
）

。
九
年
四
月
、
事
変
の
勲

功
で
旭
八
に
賜
金
二
百
二
十
五
円
を
も
ら
う
。
二
百
円
を
兄
に

送
っ
た
。
興
南
工
場
で
、
八
年
六
月
か
ら
二
十
年
終
戦
時
ま
で
働

い
た
。
入
社
当
時
の
日
給
は
、
一
円
三
十
二
銭
、
三
千
立
方
メ
ー

ト
ル
の
ガ
ス
タ
ン
ク
十
六
基
も
あ
っ
て
、
ア
ン
モ
ニ
ア
ガ
ス
を
混

合
す
る
ガ
ス
係
勤
務
だ
っ
た
。
十
四
年
結
婚
。

終
戦
と
な
り
、
ソ
連
兵
に
全
部
接
収
さ
れ
、
社
宅
か
ら
着
の
身

着
の
ま
ま
で
出
さ
れ
、
応
峰
里
と
い
う
山
中
の
オ
ン
ド
ル
間
三
畳



二
間
に
二
世
帯
入
れ
ら
れ
る
。
水
道
な
し
の
深
い
井
戸
が
一
か
所

あ
る
だ
け
。
こ
こ
に
千
二
百
人
も
の
集
団
収
容
が
始
ま
っ
た
。
こ

こ
は
日
本
窒
素
で
働
く
朝
鮮
人
の
社
宅
で
、
こ
こ
に
い
た
人
た
ち

と
入
れ
替
え
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
一
棟
十
軒
、
二
棟
に
六
十

八
世
帯
押
し
こ
め
ら
れ
た
。

こ
の
晩
か
ら
ソ
連
兵
が
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
夜
の
七
時
過

ぎ
、
ト
ラ
ッ
ク
が
き
て
、
一
軒
目
に
入
り
子
ど
も
に
か
け
て
た
フ

ト
ン
を
は
が
し
て
持
ち
去
り
、
三
軒
目
に
行
き
、
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ

ク
一
杯
つ
め
こ
む
な
ど
。
こ
の
と
き
、
若
い
人
が
チ
エ
を
は
た
ら

か
せ
「
Ｍ
Ｐ
が
き
た
」
と
言
っ
た
ら
、
あ
わ
て
て
引
き
上
げ
て

行
っ
た
。
ソ
連
兵
が
き
た
ら
、
カ
ギ
か
け
て
逃
げ
る
こ
と
。
女
は

男
の
姿
に
す
る
と
か
、
鳴
り
も
の
入
り
で
ソ
連
の
襲
撃
を
し
ら
せ

る
と
か
、
相
談
し
あ
っ
た
。
朝
早
く
井
戸
か
ら
つ
る
べ
で
水
を
汲

み
、
同
居
の
中
村
さ
ん
と
四
キ
ロ
離
れ
た
新
築
中
の
朝
鮮
人
の
家

に
行
き
、
カ
ベ
土
ね
り
や
稲
こ
き
、
炊
き
も
の
、
草
取
り
な
ど
の

仕
事
を
し
た
。
一
日
三
円
で
三
日
で
米
一
升
。
よ
い
こ
と
は
三
食

つ
き
で
、
私
た
ち
の
食
べ
る
も
の
は
雑
穀
入
り
だ
が
洗
面
器
の
よ

う
な
も
の
に
山
も
り
く
れ
る
の
で
、
残
り
を
一
杯
つ
め
て
、
帰
り

を
待
つ
家
族
に
あ
た
え
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
米
が
一
升

四
十
五
円
と
な
り
、
十
五
日
働
い
て
一
升
し
か
も
ら
え
な
か
っ
た

が
、
残
飯
で
し
の
ぐ
当
時
の
生
活
で
あ
っ
た
。
収
容
者
の
中
に
は
、

畑
を
掘
り
お
こ
し
て
、
の
こ
り
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
さ
が
す
人
も
い

た
。
こ
ん
な
こ
と
で
栄
養
失
調
や
発
疹
チ
フ
ス
で
死
亡
す
る
者
が

ど
ん
ど
ん
出
て
く
る
。
特
に
北
満
か
ら
南
下
し
た
人
た
ち
は
興
南

の
収
容
所
に
入
る
や
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
亡
く
な
っ
て
ゆ
く
。
応
峰
里

山
ろ
く
に
埋
葬
の
壕
を
六
尺
幅
で
、
深
さ
も
六
尺
。
こ
こ
に
四
千

人
以
上
の
方
を
埋
葬
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
板
切
れ
に
名
前
を

書
い
て
の
弔
い
、
重
ね
埋
め
で
、
近
く
に
い
る
私
た
ち
は
四
回
穴

掘
り
、
使
役
に
出
さ
れ
た
。
十
五
人
ぐ
ら
い
か
つ
い
で
と
む
ら
っ

た
こ
と
を
お
ぼ
え
て
い
る
。
が
、
私
た
ち
も
こ
こ
に
入
る
の
か
と

覚
悟
し
て
い
た
。
配
給
の
米
を
手
に
す
る
に
は
、
十
人
単
位
で
、

貨
車
一
台
に
石
炭
を
積
む
ノ
ル
マ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
も
券
を
も
ら

い
、
四
キ
ロ
も
離
れ
た
所
ま
で
行
き
、
一
日
あ
た
り
二
合
五
勺

だ
っ
た
。
私
も
栄
養
失
調
気
味
で
、
歩
行
に
力
な
く
、
貨
車
積
み

に
何
回
も
出
た
。
朝
、
列
を
つ
く
っ
て
仕
事
の
わ
り
あ
て
、
積
む

も
の
、
ト
ロ
ッ
コ
で
運
ぶ
者
を
き
め
る
の
で
あ
る
。
前
列
の
人
の

エ
リ
首
に
シ
ラ
ミ
が
何
匹
も
は
っ
て
い
る
の
が
見
え
た
り
、
石
炭

山
に
す
て
た
大
豆
粕
を
拾
っ
て
食
べ
た
り
。
反
面
、
金
の
あ
る
日



本
人
は
闇
船
を
買
う
て
南
下
し
た
。

二
十
一
年
四
月
頃
、
も
と
の
勤
務
先
の
係
か
ら
迎
え
の
車
が
き

て
、
会
社
の
近
く
の
社
宅
へ
入
れ
ら
れ
た
。
同
じ
係
に
い
た
熊
本

出
身
の
岩
本
さ
ん
と
二
人
だ
け
技
術
指
導
を
た
の
ま
れ
て
残
留
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
約
一
年
ほ
ど
や
っ
た
。
い
よ
い
よ
引
揚
げ
の

船
が
く
る
と
の
こ
と
で
会
社
か
ら
送
別
の
宴
と
せ
ん
別
金
の
八
千

円
を
も
ら
っ
た
。

二
十
二
年
一
月
、
佐
世
保
港
に
着
く
。
満
州
朝
鮮
の
引
揚
げ
者

は
ま
る
で
乞
食
姿
、
台
湾
引
揚
げ
者
は
立
派
な
姿
だ
っ
た
。
七
十

八
歳
の
今
日
ま
で
生
き
て
い
る
。

北
鮮
よ
り
帰
る
　 

兵
庫
県
　
住
田
照
雄
　 

昭
和
十
六
年
七
月
、
父
の
転
勤
の
た
め
、
朝
鮮
咸
鏡
北
道
清
津

府
に
移
転
す
る
。
昭
和
二
十
年
当
時
の
家
族
構
成
は
、
父
、
母
、

弟
、
妹
二
人
と
従
姉
妹
の
計
八
人
で
あ
っ
た
。
八
月
十
三
日
未
明
、

そ
の
頃
避
難
命
令
が
出
て
い
た
が
、
人
づ
て
に
解
除
と
聞
き
、
避

難
先
よ
り
自
宅
に
帰
り
、
昼
食
後
、
家
族
と
話
を
し
て
い
た
と
き
、

銃
弾
の
音
が
す
る
の
で
表
に
飛
出
し
、
漁
港
の
ほ
う
を
見
る
と
、

約
百
五
十
メ
ー
ト
ル
前
方
に
横
一
列
で
ソ
連
兵
が
銃
を
撃
っ
て
い

る
姿
が
見
え
る
の
で
、
さ
あ
、
た
い
へ
ん
と
家
族
に
知
ら
せ
、
一

目
散
に
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
を
肩
に
避
難
、
そ
の
後
家
に
は
帰
ら

ず
、
羅
南
よ
り
無
蓋
車
の
避
難
列
車
に
乗
り
、
父
の
会
社
の
事
業

所
が
あ
る
新
浦
で
下
車
。
二
十
日
、
保
安
隊
よ
り
呼
び
出
し
が
あ

り
、
日
本
刀
及
び
武
器
の
提
出
を
求
め
ら
れ
た
。
九
月
一
日
、
映

画
館
に
全
日
本
人
は
収
容
さ
れ
、
土
間
に
寝
起
き
さ
せ
ら
れ
、
食

事
の
煮
炊
き
も
館
内
で
し
、
便
所
に
い
た
っ
て
は
人
数
の
割
り
に

少
な
く
、
不
衛
生
で
あ
っ
た
。
二
週
間
を
過
ぎ
た
頃
、
「
各
人
出
発

せ
よ
」
と
の
こ
と
で
、
出
発
前
に
保
安
隊
で
身
体
検
査
を
さ
れ
、

時
計
、
高
額
貯
金
通
帳
、
貴
重
品
な
ど
は
没
収
さ
れ
た
。
妹
二
人

を
背
負
い
、
ソ
連
軍
の
ト
ラ
ッ
ク
が
通
る
た
び
に
身
を
隠
し
、
部

落
を
通
る
と
き
に
は
、
幼
児
の
お
し
め
の
中
ま
で
持
物
い
っ
さ
い

の
検
査
を
受
け
る
た
め
、
海
岸
に
出
て
海
路
で
行
く
こ
と
に
し
、

漁
民
と
交
渉
し
て
興
南
の
漁
港
ま
で
乗
船
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

興
南
に
到
着
し
、
日
本
人
会
の
人
の
世
話
で
、
山
の
中
腹
に
あ
る

旧
日
本
軍
の
監
視
所
跡
の
兵
舎
に
案
内
さ
れ
、
割
り
当
て
ら
れ
た




